
群
会
議
の
話
題 

 

  

先
月
の
主
な
活
動
の
経
過
報
告 

（
１
）
東
京
都
宛
て
ハ
ガ
キ
要
請
の
集
約
に
つ
い
て 

東
京
都
宛
ハ
ガ
キ
要
請
９
、
１
０
月
集
約
状
況
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
２
）
後
継
者
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会 

 

後
継
者
対
策
部
主
催
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ 

ｉ
ｎ 

い
こ
い
の
森
公

園
」
を
１
０
月
１
６
日
、
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
に
て

行
い
ま
し
た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
６
０
名
（
大

人
３
５
名
・
小
人
２
５
人
）
と
、
こ
れ
ま
で
の
後
継
者
企

画
で
最
多
の
人
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
組
合

へ
の
結
集
、
交
流
に
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

 

  

（
２
）
支
部
目
標
を
大
き
く
超
え
る
１
１
５
人
の
成
果 

 

秋
の
拡
大
月
間
で
は
、
７
つ
の
分
会
と
支
部
直
属
が
目

標
を
達
成
し
、
支
部
目
標
９
３
人
に
対
し
て
１
１
５
人
の

成
果
で
目
標
を
超
過
達
成
し
、
月
間
拡
大
率
は
６
．
７
９
％

で
全
都
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
１
１
月
現

勢
１
７
６
８
人
（
１
月
現
勢
比
７
５
人
増
）
の
支
部
を
築

き
ま
し
た
。 

仲
間
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
月
間
は
、
節
ご
と
の
行
動
提
起
で
分
会
行
動
の
方
向

性
を
明
確
に
し
、
集
中
的
な
取
り
組
み
で
拡
大
行
動
に
と
り

く
み
ま
し
た
。
９
月
４
日
「
秋
の
大
運
動
学
習
決
起
集
会
」

を
皮
切
り
に
、
月
間
突
入
後
の
第

１
次
行
動
は
出
陣
式
の
開
催
と

参
加
、
第
２
次
行
動
は
「
就
業
実

態
未
提
出
名
簿
」
「
で
き
る
こ
と

ア
ン
ケ
ー
ト
」
、
第
３
次
行
動
は

「
地
震
共
済
」
の
案
内
を
中
心
に

「
３
年
以
内
新
加
入
者
」
と
「
分

会
内
事
業
所
」
へ
訪
問
。
第
４
次
は
支
部
中
間
決
起
集
会
へ

の
参
加
呼
び
か
け
、
第
５
次
～
第
７
次
は
「
支
部
集
団
健
診
、

ア
ス
ベ
ス
ト
教
育
、
職
長
安
全
教
育
」
を
話
題
に
訪
問
行
動

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
月
間
を
通
し
て
の
行
動
参
加
者
は

延
べ
６
９
８
人
（
昨
年
７
３
３
人
）
、
訪
問
行
動
件
数
は
延

べ
３
４
５
件
（
昨
年
３
０
７
件
）
と
、
悪
天
候
な
ど
の
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が
、
訪
問
件
数
は
昨
年
よ
り
増
加
し
、
各
分

会
が
拡
大
だ
け
で
は
な
く
組
織
強
化
の
面
で
も
大
き
く
前

進
し
ま
し
た
。 

 

 

 

社
会
保
険
未
加
入
対
策
を
め
ぐ
る
動
き 

日
建
連
は
９
月
の
理
事
会
で
、
「
社
会
保
険
加
入
促
進
要

綱
」
「
同
、
実
施
要
領
」
を
改
定
。
１
７
年
度
ま
で
に
企
業

単
位
で
１
０
０
％
、
労
働
者
単
位
で
製
造
業
並
み
と
い
う
目

標
の
達
成
を
目
指
し
、
特
に
労
働
者
単
位
で
の
加
入
を
促
進

し
ま
す
。 

要
綱
で
は
、
社
会
保
険
未
加
入
労
働
者
の
現
場
入
場
の
制

限
を
新
た
に
追
加
。
元
請
企
業
は
１
７
年
度
以
降
、
工
事
施

工
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
社

会
保
険
へ
適
正
に
加
入
し
て
い
な
い
労
働
者
は
工
事
現
場

へ
の
入
場
を
認
め
な
い
こ
と
を
徹
底
し
ま
す
。 

要
領
で
は
、
適
正
に
加
入
し
て
い
な
い
労
働
者
の
入
場
制

限
を
元
下
契
約
の
契
約
条
件
と
す
る
こ
と
や
、
再
下
請
負
契

約
で
明
示
す
る
こ
と
な
ど
を
明
記
し
ま
し
た
。 

「
特
段
の
理
由
」
の
有
無
は
元
請
け
が
判
断
す
る
が
、
当

該
労
働
者
が
工
事
現
場
入
場
時
点
で
６
０
歳
以
上
で
、
伝
統

建
築
の
修
繕
な
ど
労
働
者
が
特
殊
技
能
を
も
ち
、
入
場
を
認

め
な
い
と
施
工
が
困
難
に
な
る
場
合
な
ど
、
工
事
の
円
滑
な

施
工
に
著
し
い
障
害
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
場
合
に
限
定

す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

組 

織 

部 

（
１
）
来
年
１
月
現
勢
を
１
８
０
０
人
で
迎
え
る
取
り
組
み 

 

年
間
目
標
達
成
・
年
間
実
増
、
支
部
１
８
０
０
人
を
め
ざ

し
、
組
織
強
化
の
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。 

分会名 組織数 集約数 ％ 

第１ 136 528 388％ 

第２  77 208 270％ 

第３ 83 168 202％ 

第４ 120 256 213％ 

第５ 118 370 314％ 

第６ 112 544 486％ 

第７ 103 268 260％ 

第８ 170 552 325％ 

直属 774 56 7％ 

支部全

体 
1693 

2950

枚 
174％ 

各
専
門
部
の
取
り
組
み 

私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢 

秋
の
拡
大
月
間
の
結
果 

２０１６年 

11月17日 

№４２７ 

 

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合 

西
東
京
支
部 

西
東
京
市
保
谷
町
６
―
８
―
１
８ 

電
話 

０
４
２
（４
６
１
）１
０
４
５ 



秋
の
月
間
で
加
入
を
呼
び
掛
け
て
き
て
、
加
入
に
至
っ
て

い
な
い
対
象
者
や
仲
間
に
あ
ら
た
め
て
加
入
の
呼
び
か
け

を
し
ま
し
ょ
う
。
年
間
目
標
に
達
し
て
い
な
い
分
会
は
最
後

ま
で
追
求
し
、
目
標
に
達
し
て
い
る
分
会
も
今
後
の
脱
退
も

見
越
し
て
実
増
を
確
実
に
す
る
た
め
、
加
入
促
進
と
脱
退
防

止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う 

（
２
）
新
加
入
者
の
組
合
定
着
の
取
り
組
み 

 

新
し
く
迎
え
た
仲
間
に
は
、
早
く
組
合
活
動
に
な
じ
ん
で

も
ら
う
た
め
、
群
会
議
の
案
内
や
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
忘
新
年
会
な
ど
分
会
主
催
の
行
事
な
ど
へ
も
誘
い
を
お

願
い
し
ま
す
。 

産
業
対
策
の
と
り
く
み 

上
級
救
命
講
習
会
の
開
催 

支
部
で
は
、
こ
の
間
普
通
救
命
講
習
と
上
級
救
命
講
習

を
３
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
前
回
の
上
級
救
命
講
習
か

ら
１
２
月
で
３
年
が
経
過
し
ま
す
。
上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。 

[

と 

き]

１
２
月
１
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

[

と
こ
ろ]

西
東
京
消
防
署 

[

受
講
資
格]

組
合
員
、
家
族 

[

申
込
締
切]

１
１
月
２
８
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で 

※
詳
し
く
は
今
月
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

社
会
保
障
対
策
部 

（
１
）
１
６
年
度
国
保
補
助
金
確
保
の
た
た
か
い 

 

１
１
月
、
１
２
月
は
財
務
省
向
け
の
ハ
ガ
キ
要
請
を
行

い
ま
す
。
組
合
員
・
家
族
１
人
１
シ
ー
ト
（
は
が
き
４
枚
）

記
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

ハ
ガ
キ
要
請
は
土
建
国
保
に
加

入
・
未
加
入
問
わ
ず
組
合
員
・
家

族
み
ん
な
で
取
り
組
む
運
動
で
す

文
例
を
参
考
に
、
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
を
自
由
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。 

（
例
）
私
は
東
京
で
大
工
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
命

の
綱
、
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
２
）
全
建
総
連
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
・
東
京
都
連

対
都
要
請
行
動 

[

と 

き]

１
１
月
２
２
日
（
火
）
午
前
９
時
３
０
分
集
合 

[

と
こ
ろ]  

東
京
都
庁
第
２
庁
舎
前 

[

参 

加]

各
分
会
２
人 

 

※
午
後
は
日
比
谷
公
園
野
外
音
楽
堂
へ
移
動
し
全
建
総
連

中
央
集
会 

労
働
対
策
部 

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟 

署
名
・
宣
伝
行
動 

 

①
公
正
判
決
書
名 

群
５
枚
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

 

②
駅
頭
宣
伝 

税
金
対
策
部
と
合
同
で
開
催
し
ま
す 

［
と 

き
］
１
１
月
２
４
日
（
木
）
午
後
５
時
半
よ
り 

 

［
と
こ
ろ
］
田
無
駅
北
口 

［
参 

加
］
第
１
～
第
４
分
会
各
２
人
、
全
分
会
の
労
働
対

策
部
員 

税
金
対
策
部 

（
１
）
年
末
調
整
相
談
会 

［
と 

き
］
１
２
月
６
日
（
火
）
①
午
前
１
０
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

②
午
後
１
時
～ 

［
と
こ
ろ
］
支
部
事
務
所
２
階 

（
２
）
定
例
駅
頭
宣
伝
行
動
に
つ
い
て 

今
月
は
労
働
対
策
部
と
合
同
の
取
り
組
み
で
す
。
日
程

会
場
等
は
労
働
対
策
部
の
項
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

厚
生
文
化
部 

（
１
）
支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催 

［
と 

き
］
１
２
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
半
集
合 

 

［
と
こ
ろ
］
久
米
川
ボ
ウ
ル 

[

参
加
対
象
］
組
合
員
、
家
族 

[

参
加
費]

大
人
１
０
０
０
円 

子
供
５
０
０
円 

（
２
）
ど
け
ん
火
災
共
済
に
加
入
し
よ
う 

 

東
京
土
建
の
火
災
共
済
は
、
仲
間
の
立
場
で
設
定
さ
れ

た
格
安
掛
金
で
大
き
な
補
償
で
す
。
た
だ
い
ま
加
入
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
中
（
今
月
末
ま
で
）
、
新
規
加
入
＆
口
座
登
録

の
方
は
ク
オ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

（
３
）
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル 

［
応
募
期
間
］
１
１
月
～
１
２
月 

［
申
込
締
切
］
１
２
月
２
６
日
（
月
） 

［
部
門
］
①
文
芸 
短
歌
、
俳
句
、
川
柳 

 
 

 
 

②
写
真 
風
景
、
ス
ナ
ッ
プ
、
組
合
活
動
、
課

題
部
門
…
至
福
の
瞬
間
（
と
き
）
※
写
真
の
サ
イ
ズ
は
、

Ａ
４
判
（
六
つ
切
り
で
も
可
）
と
し
て
い
ま
す
。 

教
宣
部 

支
部
機
関
紙
「
け
ん
せ
つ
西
東
京
」
新
連
載 

今
月
号
よ
り
新
連
載
と
し
て
「
わ
ん
ニ
ャ
ン
大
集
合
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
わ
ん
ニ
ャ
ン
自
慢
（
犬

猫
以
外
も
大
歓
迎
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

平
和
の
と
り
く
み 

第
７
回
西
東
京
市
民
パ
レ
ー
ド 

［
と 

き
］
１
２
月
２
３
日
（
金
・
祝
日
）
午
後
２
時
～ 

［
と
こ
ろ
］
田
無
庁
舎
広
場
（
集
会
後
パ
レ
ー
ド
） 

 
[

参 

加] 

各
分
会
１
０
人 

そ
の
他 

２
０
１
７
年
新
年
旗
び
ら
き
に
つ
い
て 

［
と 

き
］
１
月
１
６
日
（
月
）
午
後
７
時
～ 

［
と
こ
ろ
］
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル 

集
会
等
に
参
加
し
た
際
の
お
願
い 

 

国
会
行
動
等
の
各
集
会
は
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
※
体
調
不
良
や
急
用
は
の
ぞ
き
ま
す 

 

窓
口
業
務
休
止
の
お
知
ら
せ 

 

１
２
月
２
日
は
書
記
局
会
議
の
た
め
終
日
、
１
６
日
は

書
記
研
修
の
た
め
午
後
、
窓
口
業
務
を
休
止
い
た
し
ま
す
。 

 


